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深
江
物
語
（
８
）

　
唱
歌「
春
の
小
川
」「
故
郷
」を

　
　
思
わ
せ
る
風
景深

江
塾
　
　
森
　
口
　
健
　
一

　
昭
和
三
十
年
代
初
め
の
頃
ま
で
、
神
楽
町
（
現
在
の
深
江
南
町
一
丁
目
）
の
北

端
の
一
角
に
唱
歌
の
「
春
の
小
川
」
を
思
わ
せ
る
水
路
が
あ
っ
た
。
現
在
の
深
江

南
町
一
丁
目
の
北
端
が
国
道
43
号
に
接
す
る
面
積
九
五
四
三
平
方
㍍
の
田
畑
の
中

と
、
そ
の
周
囲
を
流
れ
る
二
つ
の
水
路
で
あ
る
。
国
道
43
号
は
当
時
旧
国
道
あ
る

い
は
新
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
敷
地
は
、
西
は
津
知
川
に
接
し
、
東
と
南
は
そ
れ

ぞ
れ
地
域
の
生
活
道
路
に
面
し
、
西
半
分
が
水
田
で
東
半
分
が
畑
で
あ
っ
た
。

　
水
路
の
一
つ
は
概
ね
水
田
と
畑
を
二
分
す
る
よ
う
に
敷
地
の
中
央
を
南
北
に
流

れ
、
も
う
一
つ
は
、
畑
の
東
端
を
北
か
ら
南
に
流
れ
、
敷
地
の
南
東
角
で
西
に
向

か
い
中
央
を
流
れ
る
水
路
と
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
田
畑
全
体
の
西
南
角
で
津
知
川

に
合
流
す
る
。

　
こ
れ
ら
水
路
の
源
は
阪
神
電
車
線
路
の
北
に
あ
る
当
時
「
皿
池
（
さ
ら
い
け
）」

と
呼
ば
れ
た
た
め
池
で
あ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
の
「
深
江
村
地
籍
図
」

（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）
で
は
「
溜
池
　
九
反
四
畝
拾
八
歩
」
と
あ
る
。
そ
の
た
め

か
、
こ
れ
ら
の
水
路
は
一
年
中
涸
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
皿
池
か
ら
流
れ
出
た

水
は
、
阪
神
電
車
の
線
路
と
国
道
を
潜
っ
て
神
楽
町
の
田
畑
の
灌
漑
用
水
路
と
な

る
。
津
知
川
に
合
流
す
る
ま
で
の
水
路
の
幅
は
二
㍍
か
ら
三
㍍
。
水
深
は
三
十
㌢

か
ら
五
十
㌢
。
底
は
大
人
の
足
首
が
入
る
ほ
ど
の
泥
で
、
泥
の
底
は
砂
地
で
あ
る
。

流
れ
は
大
雨
の
と
き
以
外
は
穏
や
か
で
、
め
だ
か
の
群
れ
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
に

逆
ら
っ
て
泳
い
で
も
流
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
水
路
の
岸
は
全
て
土
で
固
め
ら
れ

て
い
る
。
岸
は
大
人
一
人
が
歩
け
る
ほ
ど
の
幅
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
あ
ぜ
道
」

図　

写真１　明治９年の地積図に描かれた皿池　　　
　　　「溜池」とだけ記載（神戸市立博物館蔵）
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で
あ
る
。
中
央
の
水
路
の
中
ほ
ど
、
敷
地
全
体
の
真
中
あ
た
り
に
田
畑
作
業
用
の

道
具
を
入
れ
る
小
屋
の
よ
う
な
造
作
物
が
あ
っ
た
（
表
紙
写
真
）。

　
当
時
こ
れ
ら
の
水
路
は
初
夏
か
ら
秋
口
に
か
け
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の

遊
び
場
で
あ
っ
た
。
水
田
に
水
が
張
ら
れ
稲
が
植
え
ら
れ
た
頃
、
子
ど
も
た
ち
は

「
川
へ
行
こ
う
」
と
連
れ
立
っ
て
魚
取
り
用
の
網
と
、
ア
ル
ミ
製
洗
面
器
や
小
さ
な

バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
「
川
」
へ
向
か
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
「
川
」
と
は
水
路
の
こ

と
で
あ
る
。「
川
」
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
水
に
す
む
生
き
物
が
い
た
。
水
路
の
延

長
が
二
つ
を
合
わ
せ
て
も
二
〇
〇
㍍
ば
か
り
し
か
な
い
の
で
、
種
類
は
豊
富
で
も

数
は
少
な
か
っ
た
。
メ
ダ
カ
、
ハ
ゼ
、
フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
魚
た

ち
。
い
ず
れ
の
魚
た
ち
も
一
〇
㌢
を
越
え
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、

ミ
ズ
ス
マ
シ
、
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ン
ボ
の
幼
虫
の
ヤ
ゴ
。
そ
し
て

水
の
中
に
入
る
子
供
の
足
に
吸
い
付
い
て
血
を
吸
う
嫌
わ
れ
者
の
ヒ
ル
。
ヒ
ル
に

く
っ
つ
か
れ
て
あ
わ
て
て
土
手
に
上
が
る
と
、
ト
カ
ゲ
、
カ
エ
ル
、
ヘ
ビ
が
い
た
。

西
の
水
田
の
上
に
は
ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
稲
の
緑
の
上
を
行
っ
た
り
き
た
り
し
て
い
る
。

東
の
畑
の
上
に
は
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
小
型
の
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
っ
て
い
る
。

　
ま
た
現
在
の
深
江
北
町
二
丁
目
を
南
北
に
通
っ
て
阪
神
電
車
線
路
敷
ま
で
の
道

を
栄
通
と
い
う
。
栄
通
に
沿
っ
て
南
北
に
流
れ
る
名
前
の
つ
い
て
い
な
い
幅
一
㍍

ば
か
り
の
水
路
が
あ
っ
た
。
旧
森
市
場
の
西
の
道
を
南
に
下
り
北
か
ら
旧
栄
通
一

丁
目
～
四
丁
目
の
道
路
沿
い
の
東
側
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
ザ
リ
ガ
ニ
が
生
息
し
て

い
た
。
昭
和
三
十
年
代
、
深
江
の
水
辺
で
ザ
リ
ガ
ニ
が
い
た
唯
一
の
場
所
で
あ
っ

た
と
い
う
。

　
都
市
化
が
進
み
、
現
在
の
深
江
に
あ
っ
た
田
や
畑
が
公
営
住
宅
を
は
じ
め
多
く

の
住
宅
の
た
め
に
宅
地
化
さ
れ
た
中
で
、
こ
こ
の
一
角
は
最
後
ま
で
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
の
自
然
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。

高
層
の
市
営
住
宅

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
自
然
の
宝
庫
で
あ
っ
た
「
川
」
の
あ
る
田
畑
は
、
昭

和
四
十
年
代
に
入
る
と
そ
の
姿
を
消
し
た
。
こ
の
土
地
は
、
永
ら
く
敷
地
の
東
隣

に
住
む
岡
田
氏
の
所
有
地
で
あ
っ

た
。
岡
田
氏
は
こ
れ
ら
の
敷
地
の

田
畑
を
小
作
に
出
し
て
い
た
。
昭

和
四
十
七
年
三
月
、
所
有
者
は
伊

藤
忠
商
事
株
式
会
社
に
変
わ
り
、

昭
和
五
十
年
一
月
に
は
神
戸
市
に

所
有
権
が
移
っ
た
。
神
戸
市
は
同

年
十
二
月
に
、
市
営
住
宅
の
建
築

を
開
始
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月

完
成
、「
深
江
南
住
宅
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。

　
当
該
住
宅
に
つ
い
て
神
戸
市
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
当
住
宅

は
、
国
道
43
号
線
の
南
側
に
面
し

て
お
り
、
そ
の
騒
音
対
策
と
し
て

14
階
建
棟
を
国
道
に
並
行
さ
せ
て

南
側
８
階
建
棟
の
防
音
壁
と
し
た
」

「
当
住
宅
は
、
現
在
の
地
方
自
治
体

が
住
宅
建
設
に
あ
た
っ
て
か
か
え

て
い
る
問
題
点
（
自
動
車
騒
音
、

風
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
電
波
障

害
等
）
が
集
中
し
て
い
る
が
、
い

ず
れ
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
た

モ
デ
ル
団
地
と
し
て
、
昭
和
53
年

7
月
建
設
大
臣
表
彰
を
受
け
た
」

と
記
載
し
て
い
る
。

　
お
よ
そ
九
五
四
三
平
方
㍍
の
敷

写真２　市営深江南住宅のパンフレット
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地
に
対
し
、
住
宅
戸
数
は
二
七
五
戸
で
あ
る
。
高
層
住
宅
化
し
た
た
め
建
ぺ
い
率

は
一
九
％
、
容
積
率
は
一
九
六
％
で
敷
地
に
は
結
構
な
空
間
が
で
き
た
。
二
つ
の

建
物
の
間
に
で
き
た
広
場
で
は
、
平
成
十
年
頃
ま
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
、
特
に

夏
休
み
に
は
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ
て
い
た
。
深
江
に
は
深
江
本
町
や
北
町

に
市
営
、
県
営
の
住
宅
が
多
く
建
て
ら
れ
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
つ
き
の
こ
の
よ

う
な
高
層
住
宅
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　
昨
今
、
こ
の
公
営
住
宅
の
改
修
の
話
が
ち
ら
ほ
ら
と
聞
か
れ
る
。
筆
者
の
個
人

的
な
意
見
で
は
あ
る
が
、
容
積
率
を
考
慮
し
な
が
ら
も
残
さ
れ
た
空
間
を
利
用
し

て
「
緊
急
避
難
お
よ
び
緊
急
用
物
資
保
管
の
た
め
の
公
共
構
築
物
」
を
検
討
し
て

ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
地
震
や
津
波
対
策
の
こ
と
が
緊
急
事

態
対
策
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
空
か
ら
の
危
機
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
何
も
特
異
な
こ
と
で
は
な
く
、
ス
イ
ス
連
邦
で
は
「
民
間
防
衛
」
と

い
う
名
の
も
と
に
そ
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
深
江
南
地
区
に
は
公
営

の
住
宅
は
こ
こ
し
か
な
く
、
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
る
と
き
、
こ
の
高
層
住
宅
を
地

域
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
大
胆
な
政
策
を
望
み
た
い
。

「
川
」
の
源
の
池

　
「
春
の
小
川
」
を
思
い
出
さ
せ
る
水
路
の
源
は
、
阪
神
電
車
線
路
北
側
、
芦
屋

市
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
池
で
あ
る
。
い
ま
、「
宝
島
池
公
園
」
と
な
っ
て
い
る
。

写真３　市営深江南住宅予定地（南側から）

写真４　市営深江南住宅予定地（西側から）

写真５　市営深江南住宅予定地（北側から）
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こ
の
池
は
、
名
前
が
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
る
。

　
戦
前
か
ら
深
江
に
住
む
人
は
今
で
も
「
皿
池
」
と
い
う
。
昭
和
五
十
五
年
ご
ろ

に
岡
田
龍
太
郎
氏
が
作
成
し
た
手
書
き
地
図
で
は
「
皿
池
」
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
二
年
に
発
行
さ
れ
た
地
図
で
は
「
白
井
池
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

図
１
の
地
図
で
は
敷
地
の
東
半
分
が
「
白
井
池
」
で
、
西
半
分
は
埋
め
立
て
ら
れ

「
宝
島
池
公
園
」
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
十
七
年
の
神
戸
市
建
設
局
の
台
帳
に
は

公
園
名
「
宝
島
池
公
園
」
と
表
示
さ
れ
カ
タ
カ
ナ
で
は
「
ホ
ウ
ト
ウ
イ
ケ
」
と
な
っ

て
い
る
（
写
真
６
）。

　
こ
の
池
の
面
積
や
所
有
権
の
変
化
を
調
べ
て
み
た
。

　
昭
和
二
十
二
年
一
月
の
「
深
江
区
有
財
産
目
録
」（
深
江
財
産
区
文
書
）
に
は
地

目
「
溜
池
」、
字
名
「
永
井
町
四
丁
目
三
」、
面
積
「
九
反
一
畝
」、
付
記
と
し
て

「
下
池
水
面
堤
防
共
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
五

年
一
月
に
所
有
者
「
神
戸
市
東
灘
区
本
庄
町
深
江
」
の
名
で
所
有
権
保
存
登
記
が

な
さ
れ
、
同
日
付
で
所
有
権
は
神
戸
市
に
移
転
さ
れ
た
。
移
転
原
因
は
「
買
収
」

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
面
積
は
六
一
五
三
平
方
㍍
で
あ
る
。
要
す
る
に
古
く
か
ら

深
江
村
の
溜
池
で
あ
っ
た
「
皿
池
」
は
深
江
地
区
の
田
畑
を
潤
し
て
い
た
が
、
戦

後
に
な
っ
て
住
宅
地
と
な
っ
て
田
畑
が
な
く
な
り
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
溜
池
と

し
て
の
役
割
を
終
え
て
公
園
に
な
っ
て
現
在
に
到
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

皿
池
が
溜
池
と
し
て
地
域
に
水
を
供
給
し
て
い
る
頃
が
、
先
に
述
べ
た
深
江
南
地

域
に
流
れ
る
「
春
の
小
川
」
の
景
色
を
提
供
し
て
い
た
頃
で
あ
る
。
皿
池
か
ら
の

灌
漑
用
水
路
の
幅
は
一
㍍
に
も
満
た
ず
深
さ
も
三
〇
㌢
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　
皿
池
の
南
西
角
に
水
門
が
あ
っ
た
。
一
年
か
二
年
ご
と
に
こ
の
水
門
が
開
か
れ

る
。
池
の
水
面
は
大
き
く
下
が
り
池
の
面
積
は
半
分
近
く
に
な
る
。
地
域
の
人
は

「
池
さ
ら
い
」
と
い
っ
て
い
た
。
こ
の
と
き
に
は
流
れ
出
る
水
と
と
も
に
多
く
の
魚

や
生
き
物
た
ち
も
池
に
接
続
す
る
小
川
に
流
れ
出
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
「
春
の
小
川
」
で
メ
ダ
カ
や
フ
ナ
や
ド
ジ
ョ
ウ
を
取
っ
て
い
た

の
は
、
皿
池
か
ら
流
れ
出
た
も
の
が
小
川
や
水
路
に
住
み
着
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
池
さ
ら
い
」
の
時
に
は
、

普
段
入
れ
な
い
池
の
中
央

部
ま
で
入
っ
て
子
ど
も
た

ち
は
泥
に
足
を
と
ら
れ
な

が
ら
網
で
多
く
の
フ
ナ
を

取
っ
た
。
少
し
大
き
な
子

ど
も
な
ら
バ
ケ
ツ
半
分
く

ら
い
の
フ
ナ
を
取
る
こ
と

が
で
き
た
。
筆
者
の
同
級

生
の
話
で
は
、
取
っ
た
フ

ナ
を
知
人
の
家
に
届
け
て

大
い
に
喜
ば
れ
た
と
い

う
。
残
念
な
が
ら
そ
の
フ

ナ
の
料
理
方
法
ま
で
は
聞

か
な
か
っ
た
ら
し
い
。

　
昭
和
三
十
年
代
初
め
当

時
の
本
庄
小
学
校
低
学
年

の
児
童
は
、
初
夏
に
は
理
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
教
師
に
率
い
ら
れ
て
皿
池
の

周
り
に
や
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
池
が
神
戸
市
に
買
収
さ
れ
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
頃
に
は
、
残
っ
て

い
た
田
畑
に
は
パ
ラ
チ
オ
ン
と
い
う
よ
う
な
殺
虫
剤
が
散
布
さ
れ
た
。
田
畑
に
は

赤
い
布
を
つ
け
た
竹
竿
が
立
て
ら
れ
田
に
入
ら
な
い
よ
う
に
警
告
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
た
め
田
、
水
路
、
小
川
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
生
き
物
た
ち
は
消
え
た
。
深

江
の
海
岸
や
砂
防
堤
の
周
り
に
は
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
が
揺
ら
め
い
て
い
る
ほ
ど

の
水
質
で
あ
っ
た
が
、
水
路
か
ら
流
れ
た
汚
染
水
は
、
浜
辺
に
生
活
し
て
い
た
生

き
物
も
消
滅
さ
せ
た
。

　
今
日
で
は
本
庄
小
学
校
の
理
科
で
の
授
業
で
、
水
辺
の
生
き
物
を
知
る
た
め
に 写真６　1960年ごろの「皿池」
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電
車
に
乗
っ
て
住
吉
川
ま
で
行
っ
て
い
る
。

「
栄
通
」
と
「
す
ず
ら
ん
通
り
」

　
深
江
に
は
南
北
の
通
り
に
は
名
前
が
つ
い
て
い
た
。
深
江
駅
の
東
側
を
通
る
道

を
稲
荷
筋
、
そ
の
東
の
道
が
札
場
通
、
そ
の
東
が
栄
通
、
一
番
東
の
道
が
繁
昌
通

で
あ
る
。
地
元
で
は
稲
荷
筋
を
、
阪
神
深
江
駅
よ
り
南
の
一
部
だ
け
で
あ
る
が
「
深

江
銀
座
通
り
」
と
呼
ん
だ
。
同
様
に
栄
通
は
別
名
を
「
す
ず
ら
ん
通
り
」
と
い
っ

た
。

　
こ
の
「
す
ず
ら
ん
通
り
」
に
つ
い
て
、
主
に
二
人
の
方
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ

た
。
一
人
は
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
で
栄
通
一
丁
目
に
成
人
す
る
ま
で
住
ん
で
い
た

田
中
平
八
氏
。
も
う
一
方
は
、
昭
和
三
十
年
代
半
ば
に
栄
通
で
開
業
さ
れ
た
児
島

医
院
の
児
島
哲
郎
博
士
で
あ
る
。

　
「
す
ず
ら
ん
通
り
」
の
名
前
は
、
阪
神
電
車
道
か
ら
北
に
向
か
っ
て
森
市
場
ま

で
の
栄
通
の
道
の
両
側
に
「
す
ず
ら
ん
の
花
の
形
」
を
し
た
街
灯
が
並
ん
で
い
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
道
の
西
側
に
は
昭
和
三
十
年
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
幾
つ
か
の

店
が
並
ん
で
い
た
。
貸
し
本
屋
・
野
本
呉
服
店
・
米
穀
店
・
ふ
と
ん
店
・
洋
服
店

な
ど
で
あ
る
。

　
通
り
の
東
側
に
は
国
道
２
号
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
順
に
、
芦
屋
綿
業
・
福
原
産

業
貿
易
が
あ
り
、
阪
神
電
車
踏
切
を
南
に
行
く
と
兵
庫
伸
鉄
工
業
・
共
同
油
脂
神

戸
工
場
。
西
側
に
は
２
号
に
近
く
に
関
西
自
動
車
と
い
う
工
場
が
あ
っ
た
。
こ
の

会
社
は
主
に
ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
を
支
え
る
シ
ャ
ー
シ
を
作
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

自
動
車
産
業
が
隆
盛
を
迎
え
る
時
代
に
あ
っ
て
、
非
常
な
活
況
を
呈
し
て
い
た
。

当
時
の
ト
ラ
ッ
ク
の
シ
ャ
ー
シ
は
、
現
在
の
金
属
製
で
は
な
く
木
製
で
あ
っ
た
。

工
場
の
中
に
は
材
料
に
な
る
木
材
が
山
積
み
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
昭
和
三
十
六
年
春
、
こ
の
す
ず
ら
ん
通
り
で
児
島
医
院
が
開
業
し
た
。
児
島
博

士
は
九
州
熊
本
総
合
病
院
の
院
長
を
経
て
こ
の
地
に
移
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
六

年
四
月
に
国
民
皆
保
険
制
度
が
発
足
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
開
業
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
初
診
料
は
六
〇
円
。
往
診
料
が
一
八
〇
円
。「
芸
者
は
呼
べ
ね
ど
、
医
者
呼

べ
る
」
と
い
う
戯
言
が
、
開
業
医
の
う
ち
で
さ
さ
や
か
れ
た
時
代
で
あ
る
。
児
島

医
院
が
開
業
し
た
こ
ろ
、
医
院
の
東
側
に
は
木
造
の
公
営
住
宅
が
並
ん
で
い
た
。

　
栄
通
は
昭
和
三
十
三
年
三
月
か
ら
神
戸
市
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ

た
。「
栄
東
線
」
と
し
て
幅
員
六
な
い
し
七
㍍
の
市
道
で
あ
る
。
国
道
２
号
か
ら
南

へ
深
江
の
町
を
貫
い
て
の
舗
装
工
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
、
深
江
の
主
な
道
は
一

斉
に
舗
装
さ
れ
た
（
平
成
二
十
八
年
九
月
五
日
神
戸
市
建
設
局
取
材
に
よ
る
）。
出

来
上
が
っ
た
舗
装
は
中
央
の
幅
三
㍍
、
車
一
台
分
の
幅
だ
っ
た
。
道
の
両
側
は
、

い
わ
ゆ
る
地
道
の
ま
ま
で
残
さ
れ
た
。
側
溝
が
整
備
さ
れ
る
の
は
後
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
た
め
雨
が
降
る
と
中
央
の
舗
装
部
分
以
外
の
道
は
、
や
た
ら
と
水
溜
り

が
で
き
た
。
因
み
に
、
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
国
道
43
号
で
も
同
様
で
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
な
る
の
は
ず
っ
と
後
と
の
こ
と
で
あ
る
。
深
江
の
道
が
こ
の

よ
う
な
手
法
で
中
央
部
の
み
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
白
く
舗
装
さ
れ
た
様
子
を
、
地

域
の
人
は
「
フ
ン
ド
シ
舗
装
」
と
揶
揄
し
た
。

　
児
島
医
院
が
開
業
し
た
頃
、
こ
の
す
ず
ら
ん
通
り
で
は
夏
の
七
、
八
月
の
七
の

付
く
日
、
七
、
十
七
、
二
十
七
日
の
三
日
間
に
夜
店
が
並
ん
だ
。
た
だ
夜
店
が
出

た
期
間
は
三
年
ば
か
り
の
ご
く
短
い
期
間
で
あ
っ
た
。
深
江
駅
前
を
抜
け
る
稲
荷

筋
が
通
勤
な
ど
で
賑
わ
っ
た
道
で
あ
る
け
れ
ど
、
栄
通
は
森
市
場
を
背
後
に
控
え

る
深
江
の
も
う
ひ
と
つ
の
賑
わ
い
が
あ
っ
た
道
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略･

順
不
同
）

　
児
島
医
院
（
深
江
本
町
三
丁
目
）・
田
中
平
八
（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
、
現
・
東

灘
区
魚
崎
本
町
）・
藤
本
吉
江
（
昭
和
十
年
生
ま
れ
、
現
・
深
江
南
町
三
丁
目
）・

西
土
井
敏
（
昭
和
十
八
年
生
ま
れ
、
現
・
深
江
南
町
一
丁
目
）。
こ
の
ほ
か
、
多
く

の
方
々
に
聞
き
取
り
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
森
口
が
取
材
執
筆
し
、
深
江
塾
で
報
告
、
飯
田
一
雄
・
松
下
芳
子
・
増

田
行
雄
・
大
国
正
美
の
助
言
を
得
て
修
正
し
、
大
国
正
美
が
文
章
を
整
え
た
も
の

で
す
。
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